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※国の公募に応募して採択（５府県）
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令和５年度地域医療提供体制データ分析チーム構築支援事業

地域医療構想に係る対応方針の策定等の推進に当たって、地域全体で納得して最適
な医療提供体制を構築するために、都道府県が主体的に地域の現場感覚に即した
データ分析を行い、施策の企画・立案体制を強化する。

目 的

・医療提供体制に係る地域課題や医療機関が経営判断を行う上で必要とする情報
ニーズを踏まえ、分析する項目を検討。

・「NDBオープンデータ」、「病床機能報告オープンデータ」、「DPC導入の影
響評価に関する調査：集計結果」、「国勢調査」、「将来推計人口」、「診療報
酬点数表」等の各種オープンデータから、地域の医療需要、診療行為別市場規模、
患者の流出入、地域の医療需要に対する充足率等、地域の特性や具体的な医療
ニーズ等を分析。

・分析結果を地域医療構想調整会議で説明するなど、関係者にわかりやすく資料提
供することにより、地域医療構想調整会議での議論を活性化・深化し、機能分
化・連携に向けた医療機関の主体的かつ積極的な取組を支援する。

事業内容



データ分析チーム
（コアメンバー）

◎備北保健所長 宮原勅治（全県域）
川崎医療福祉大学医療情報学科 准教授 本野克己
川崎医療福祉大学医療福祉経営学科 准教授 櫃石秀信

（テクニカル・アドバイザー）

浜松医科大学医学部 教授 木村 通男

（メンバー）

備前保健所長 岩瀬 敏秀（兼務）
美作保健所長 光井 聡（兼務）
＋医療研究者、保健所担当者等から別途人選

岡山県保健医療部
保健医療統括監

則安 俊昭

（分析結果・可視化情報の提供、分析手法等の助言）

（分析・可視化項目の要請）

PM: Project Manager

PMO: Project Management Office

事業全体の体制図

データ分析項目検討チーム
（コアメンバー）

◎保健医療統括監 則安 俊昭（PM兼務）
備前保健所長 岩瀬 敏秀
美作保健所長 光井 聡

（岡山県地域医療構想アドバイザー）

川崎医療福祉大学医療福祉マネジメント学部

医療福祉経営学科 教授 浜田 淳

（メンバー）

５保健所（備前、備中、備北、美作、真庭）

地域医療構想事務局担当者

◎リーダー

地域医療構想調整会議
（県内５圏域）

※医療関係者、有識者、保険者
等で構成

情
報
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(PM)

データ分析研修会

※具体事例による演習を通じ、
行政ほか地域人材を育成

スキルの伝承

※議論の活性化、主体的取組促進

スキルの共有
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地域住民の医療需要の推計

その地域の性別・年齢別人口
全国の各診療行為の発生数
（性別・年齢別） 全国の性別・年齢別人口

∑

NDB(National DataBase)
全国の医療機関からのレセプト電子請求のBig Dataである
平成26年度のデータから公開
平成31(令和1)年度から二次医療圏別データが得られるようになった
現在、最新のデータは令和3年度のもの(新型コロナ感染症の影響が懸念される)
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1.皮膚 2.筋骨格 3.神経系 4.眼 5.耳鼻 6.顔面口 7.胸部 8.心脈管 9.腹部 10.尿路系 11.性器 13.移植

県南西部

実
測
値

推
計
値
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第１款 皮膚・皮下組織

県南西部実測値 県南西部推計値 7



第２款 筋骨格系・四肢・体幹

県南西部実測値 県南西部推計値 8



第３款 神経系・頭蓋

県南西部実測値 県南西部推計値
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第４款 眼

県南西部実測値 県南西部推計値
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第５款 耳鼻咽喉

県南西部実測値 県南西部推計値
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第６款 顔面・口腔・頸部

県南西部実測値 県南西部推計値 12



第７款 胸部

県南西部実測値 県南西部推計値
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第８款 心・脈管

県南西部実測値 県南西部推計値 14



第９款 腹部

県南西部実測値 県南西部推計値
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県南西部実測値 県南西部推計値

第１０款 尿路系・副腎
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第１１款 性器

県南西部実測値 県南西部推計値 17
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(単位)

19



（同一建物居住者以外の場合）（同一建物居住者の場合）
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https://public.tableau.com/app/profile/.16903558

備北保健所 宮原所長作成

岡山県地域医療構想策定に参考となるデータの
解析と可視化
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